



















る。病床数は 402 床、診療科は 26 科　2011 年 3 月 1 日
現在の職員数は医師が 100 人、看護職が 468 人、コメデ
ィカルが 124 人、その他職員 191 人である。災害拠点病
院に指定され、救命救急センターを有し、病院は 2006
年 5 月に移転新築している。
　2011 年 3 月 11 日金曜日 14 時 46 分、三陸沖を震源と
する地震が発生した。この地震により、北海道から九州
にかけての広い範囲で震度７から震度１の揺れに見舞わ






14 時 50 分に災害対策本部が立ち上り、外来を中止し被
災患者を最優先に全職員で対応する災害レベル３が 15
時 3 分に宣言された。１階フロアーのトリアージエリア


































た。最初の来院は、軽症の緑エリアが 15 時 23 分、重症


































































































3月 12 日から 4月 1日まで続いた。
　黒エリアは、葬儀社が稼働できず遺体の安置が長期化
した。担当者は医師、看護師、臨床心理士、検査技師、
事務職 10 人が交替しながら 24 時間対応した。遺体の尊
















































（50 床）が 2012 年 3 月に稼働している。スタッフ確保
が懸念されたが、石巻市立病院から看護師他医療従事者
が派遣されて一緒に働いている。現在の当院正面玄関待
合ホールは、外来に通院される患者やその家族でにぎわ
っている。（写真２）地域の医療体制や住民の生活環境
の復興には時間を要するだろうが私たちも貢献していき
たいと考える。
　全国の皆様より頂いた多くのご支援と励ましに、心か
ら感謝申し上げます。
※本編は、平成 24 年度日本赤十字豊田看護大学いとす
ぎ祭のご講演の内容をまとめて頂いたものです。（編
集委員会）
